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大
河
や
海
峡
の
両
岸
に
あ
る
土
地
は
そ
れ
ほ

ど
の
距
離
は
な
く
と
も
相
互
の
交
流
が
阻
害
さ

れ
る
た
め
、
古
来
、
人
間
は
両
岸
を
接
続
す
る

橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
す
る
努
力
を
し
て
き

た
。
日
本
で
は
主
要
な
四
島
（
北
海
道
／
本
州

／
四
国
／
九
州
）
を
陸
路
で
連
絡
す
る
た
め
、

関
門
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
(
-
九
四
二
）
、
青
函
ト

ン
ネ
ル
(
-
九
八
八
）
、
本
州
四
国
連
絡
橋
（

一

九
八
八

s
一
九
九
九
）
が
建
設
さ
れ
、
四
島
は

陸
路
で
往
来
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

中
国
で
は
全
長
が
一
六
五
キ
ロ
に
も
な
る
丹

陽
・
昆
山
大
橋

（二

0
―
-
）
や
四
五
キ
ロ
の

延
長
の
蘇
州
地
下
鉄
三
号
線

（二

0
一
九
）
な

ど
が
実
現
し
て
い
る
が
、
世
界
で
も
長
大
な
海

峡
を
海
底
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
連
絡
す
る
計
画

が
構
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
は
長
大
な
距

離
、
困
難
な
海
底
工
事
、
異
国
を
連
絡
す
る
政

治
の
課
顆
な
ど
が
存
在
す
る
が
、
蓋
々
と
実
現

の
方
向
に
進
展
し
て
い
る
。
今
回
は
世
界
を
代

表
す
る
何
例
か
を
紹
介
し
た
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
ア
フ
リ
カ
大
陸
は
東
側

で
は
シ
ナ
イ
半
島
に
よ
り
陸
続
き
で
あ
る
が
西

側
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
で
分
離
さ
れ
て
い
る
。

地
質
学
的
な
長
期
の
歴
史
で
は
、
地
中
海
は
地

殻
変
動
に
よ
っ
て
大
西
洋
と
遮
断
さ
れ
て
巨
大

ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
ト
ン
ネ
ル

な
湖
水
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
五
三
三
万

年
前
に
大
西
洋
と
接
続
さ
れ
、
海
水
が
流
入
す

る
ザ
ン
ク
リ
ア
ン
洪
水
が
発
生
し
て
現
在
の
地

形
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
影
響
で
塩
分
濃

度
は
大
西
洋
よ
り
も
高
度
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
の
最
短
距
離
は
一

四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
九
八

0
年
代
か
ら
架
橋
も
し
く
は
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ

て
陸
路
で
接
続
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
浮
上
し

た
。
し
か
し
長
大
な
海
底
ト
ン
ネ
ル
の
換
気
は

困
難
で
あ
る
た
め
、
自
動
車
用
ト
ン
ネ
ル
計
画

は
放
棄
さ
れ
、
目
標
を
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
に
変
更

し
、
二

0
0
三
年
に
北
岸
の
ス
ペ
イ
ン
と
南
岸

の
モ
ロ
ッ
コ
の
企
業
が
出
資
す
る
こ
と
に
な
り
、

二
0
二
三
年
に
計
画
の
推
進
が
決
定
し
た
。

●リスポン

ポルトガル

大西洋
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地中海
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現
在
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
東
端
の
チ
ュ
ク
チ

半
島
と
北
米
大
陸
西
端
の
ス
ワ
ー
ド
半
島
と
の

中
間
に
は
最
短
部
分
で
八
六
キ
ロ
の
ベ
ー
リ
ン

グ
海
峡
が
存
在
す
る
。
し
か
し
地
球
全
体
が
寒

冷
に
な
っ
た
時
代
に
は
海
水
の
凍
結
に
よ
り
海

面
が
低
下
し
て
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
何
度

も
あ
る
よ
う
に
、
水
深
は
平
均
五

0
メ
ー
ト
ル

程
度
し
か
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
海
峡
に
橋
梁
を

敷
設
す
る
計
画
や
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
構
想

は
度
々
登
場
し
て
い
る
。

最
近
で
は
ロ
シ
ア
の
外
国
投
資
・
経
済
協
力

担
当
の
直
接
投
資
基
金
総
裁
で
、
昨
年
八
月
に

ア
ラ
ス
カ
で
開
催
さ
れ
た
米
口
首
脳
会
談
に
も

同
行
し
た
ド
ミ
ト
リ
エ
フ
大
統
領
特
別
代
表
が

「プ
ー
チ
ン
・
ト
ラ
ン
プ

・
ト
ン
ネ
ル
」
と
い

ペ
ー
リ
ン
グ
海
峡
ト
ン
ネ
ル

こ
の
背
景
に
あ
る
の
が
二

0
三
0
年
に
開
催

さ
れ
る
「
F
ー
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
一

0
0

周
年
記
念
大
会
」
で
あ
る
。
開
催
国
は

ス
ペ
イ

ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
モ
ロ
ッ
コ
で
あ
る
た
め
、

多
数
の
観
客
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
あ
る
二
国

と
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
あ
る
モ
ロ
ッ
コ
の
会
場
を

往
来
す
る
が
、
高
速
鉄
道
が
重
要
な
移
動
手
段

に
な
る
。
こ
の
事
例
が
証
明
す
る
よ
う
に
、
大

呈
の
人
数
の
移
動
に
は
海
路
や
空
路
で
は
な
く

陸
路
の
高
速
鉄
道
が
期
待
さ
れ
る
。

う
名
称
で
延
長
一
―
ニ
キ
ロ
の
ト
ン
ネ
ル
を
掘

削
す
る
構
想
を
提
案
し
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
も

前
向
き
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。
従
来
の
エ

法
で
は
一

0
兆
円
程
度
が
必
要
だ
が
、
数
分
の

ー
で
実
現
可
能
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

ベ
—
リ
ン
グ
海
峡
を
鉄
道
で
横
断
す
る
と
い

う
構
想
は
過
去
に
何
度
も
登
場
し
て
お
り
、
ニ

十
世
紀
初
頭
に
は
シ
ベ
リ
ア
横
断
鉄
道
と
ア
メ

リ
カ
の
鉄
道
を
連
結
す
る
ト
ン
ネ
ル
構
想
が
提

案
さ
れ
、
一
九
八
六
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の

G
.

ク
ー
マ
ル
が
推
進
団
体
を
設
立
、
ロ
シ
ア
の
ヤ

ク
ー
ツ
ク
か
ら
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
横
断
し
て

カ
ナ
ダ
の
フ
ォ
ー
ト
ネ
ル
ソ
ン
ま
で
の
鉄
道
建

設
を
約
五
兆
円
で
二

0
三
0
年
ま
で
に
実
現
す

る
と
い
う
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。

北極海
●パロー

ペーリング海峡
"''栽，．
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セントローじンス島

ペーリング海

一
九
三

0
年
代
に
九
州
か
ら
朝
鮮
半
島
ヘ

ト

ン
ネ
ル
を
掘
削
し
、
満
洲
国
内
を
経
由
し
て
北

京
、
南
京
、
桂
林
、
さ
ら
に
ハ
ノ
イ
、
サ
イ
ゴ

ン
、
バ
ン
コ
ク
を
経
由
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

到
達
す
る
延
長
一
万
キ
ロ
に
も
な
る
壮
大
な

「大
東
亜
縦
貫
鉄
道
構
想
」
が
日
本
で
立
案
さ

れ
た
。
さ
ら
に
一
九
四

0
年
代
に
は
東
京
と
下

関
を
連
絡
す
る
新
規
の
高
速
鉄
道
を
建
設
し
て

上
記
の
路
線
に
接
続
し
、
東
京
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
鉄
道
で
連
絡
す
る
計
画
に
発
展
し
た
。

こ
れ
は
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
で
実
現
し
な
か

っ
た
が
、
一
九
八

0
年
代
に
な
っ
て
統

一
教
会

日
韓
ト
ン
ネ
ル
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一
九

0
五
年
の
日
露
戦
争
の
講
和
条
約
に
よ

り
、
樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
の
ほ
ぼ
中
央
の
北
緯

五
0
度
以
南
が
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
割
譲
さ
れ

た
が
、
そ
の
時
期
か
ら
北
海
道
北
端
の
稚
内
と

対
岸
の
樺
太
の
中
間
に
あ
る
四
三
キ
ロ
の
宗
谷

海
峡
に
海
底
ト
ン
ネ
ル
（
宗
谷
ト
ン
ネ
ル
）
を

敷
設
し
よ
う
と
い
う
構
想
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

サ
ハ
リ
ン
宗
谷
ト
ン
ネ
ル

が
世
界
全
体
を
高
速
道
路
で
連
結
す
る
「
国
際

ハ
イ
ウ
ェ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
壮
大
な

構
想
を
提
唱
し
、
そ
の
起
点
を
日
韓
ト
ン
ネ
ル

と
し
た
。
そ
の
た
め
一
九
八
三
年
に
は
「
日
韓

ト
ン
ネ
ル
研
究
会
」
が
設
立
さ
れ
、
道
路
と
鉄

道
を
併
設
す
る
と
い
う
想
定
で
、
佐
賀
県
名
護

屋
で
調
査
目
的
の
斜
坑
が
掘
削
さ
れ
る
ほ
ど
進

展
し
た
。

そ
れ
以
後
、
韓
国
が
主
導
し
て
日
韓
の
政
治

が
関
与
す
る
状
態
に
な
り
、
二

0
0
九
年
に
は

李
明
博
大
統
領
が
発
表
し
た
韓
国
の
国
土
開
発

基
本
構
想
で
提
案
さ
れ
、
翌
年
に
は
日
本
と
韓

国
が
合
意
し
た
「
日
韓
新
時
代
共
同
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
で
も
表
明
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

し
か
し
一
方
、
韓
国
の
研
究
機
関
は
経
済
的
合

理
性
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
調
査
結
果
を
発

表
す
る
な
ど
、
か
つ
て
の
よ
う
な
前
向
き
の
時

代
か
ら
最
近
で
は
状
況
が
転
換
し
つ
つ
あ
る
。

水
深
は
最
大
で
も
六

0
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら

ト
ン
ネ
ル
工
事
は
容
易
で
あ
る
が
、
長
年
の
日

露
関
係
か
ら
実
現
は
容
易
で
は
な
い
。

さ
ら
に
樺
太
と
大
陸
の
中
間
に
あ
る
間
宮

（タ
タ
ー
ル
）
海
峡
の
最
短
の
箇
所
の
距
離
は

七
・
三
キ
ロ
し
か
な
く
、
海
面
が
氷
結
す
る
冬

期
に
は
徒
歩
で
横
断
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
に
も

サ
ハ
リ
ン
ト
ン
ネ
ル
を
掘
削
す
る
と
、
日
本
列

島
か
ら
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
ま
で
鉄
道

（場
合
に

よ
っ
て
は
道
路
）
で
の
連
絡
が
可
能
に
な
る
た

め
、
二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
か
ら
ロ
シ
ア
は
前

向
き
で
あ
る
が
、
樺
太
は
人
口
五

0
万
人
以
下

で
あ
り
、
開
発
効
果
は
疑
問
と
さ
れ
て
い
る
。

二
〇

＿
五
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回

｀ 
ー

＇／ 

‘
 

ヽ三
9
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宮
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札p

長
靴
の
形
状
の
イ
タ
リ
ア
の
爪
先
に
な
る
カ

ラ
ブ
リ
ア
半
島
と
幅
三
キ
ロ
の
メ
ッ
シ
ー
ナ
海

峡
で
隔
離
さ
れ
て
い
る
シ
チ
リ
ア
島
は
地
中
海

で
最
大
の
島
で
九
州
の
六
割
程
度
の
面
積
で
あ

る
。
そ
の
西
側
の
シ
チ
リ
ア
海
峡
の
一
四
五
キ

ロ
彼
方
の
ア
フ
リ
カ
大
陸
に
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
が

存
在
す
る
。
こ
の
海
峡
を
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
連

絡
し
て
、
北
部
に
比
較
し
て
経
済
発
展
が
出
遅

れ
て
い
る
イ
タ
リ
ア
南
部
を
活
発
に
す
る
構
想

が
あ
る
。

構
想
は
シ
チ
リ
ア
海
峡
の
途
中
三
ヶ
所
に
人

工
島

（ス
キ
ピ
オ
島
／
新
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド

島
／
ハ
ン
ニ
バ
ル
島
）
を
建
造
し
、
道
路
と
鉄

道
の
海
底
ト
ン
ネ
ル
で
連
絡
す
る
と
い
う
内
容

で
あ
る
。
人
工
島
に
名
前
が
登
場
す
る
ス
キ
ピ

オ
は
紀
元
前
三
世
紀
か
ら
紀
元
前
二
世
紀
に
活

シ
チ
リ
ア
・
チ
ュ
ニ
ジ
ア
ト
ン
ネ
ル

世
界
高
速
鉄
道
会
議
で
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て

ロ
シ
ア
鉄
道
の

V
・
ヤ
ク
ー
ニ
ン
総
裁
が
日
本

の
代
表
と
謙
論
し
た
が
、
日
本
と
ロ
シ
ア
に
は

平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
計
画

の
実
現
を
阻
害
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い

る
と
の
意
見
を
表
明
し
て
い
る
。
さ
ら
に
最
近

で
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
応
し
て

日
本
政
府
が
対
露
制
裁
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、

さ
ら
に
実
現
が
遠
退
い
て
い
る
。
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躍
し
た
ロ
ー
マ
の
政
治
家
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ド
は
シ
チ
リ
ア
王
国
の
国
王
、
ハ
ン
ニ
バ
ル
は

古
代
に
チ
ュ

ニ
ジ
ア
で
活
躍
し
た
カ
ル
タ
ゴ
の

名
将
の
名
前
で
あ
る
。

今
回
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海

峡
ト
ン
ネ
ル
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
ア
フ
リ
カ

大
陸
を
地
中
海
の
西
端
で
連
絡
す
る
の
に
対
抗

し
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
は
地
中
海
の
東
西
方
向
の

中
央
で
両
者
を
連
絡
す
る
役
割
に
な
る
。
し
か

し
、
現
在
で
も
チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
地
中
海
を
経

由
し
て
イ
タ
リ
ア
ヘ
多
数
の
難
民
が
避
難
し
て

き
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
ト
ン
ネ
ル
が
実
現

す
れ
ば
難
民
対
策
は

一
層
深
刻
な
事
態
に
な
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
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英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル

英仏海峡

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
中
間
の
海
峡
の
名

前
は
英
仏
海
峡
で
あ
る
が
、
そ
の
東
端
の
距
離

三
四
キ
ロ
の
狭
部
は
ド
ー
バ
ー
海
峡
と
名
付
け

ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
十
九
世
紀
初
頭
に
フ
ラ

ン
ス
の
鉱
山
技
師
の

A
・
マ
チ
ュ
ー
が
ナ
ポ
レ

オ
ン
に
ド
ー
バ
—
海
峡
ト

ン
ネ
ル
を
提
案
し
て

い
た
が
、
ナ
ボ
レ
オ
ン
の
失
脚
に
よ
り
進
展
し

な
か
っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
っ
て
研

究
が
再
開
さ
れ
、
一
九
八
六
年
に
工
事
に
藩
工

し
、
一
九
九
四
年
に
開
通
し
た
。

直
径
七

・
六
メ
ー
ト
ル
の
単
線
ト
ン
ネ
ル
が

二
本
掘
削
さ
れ
、
中
間
に
保
守
の
た
め
の
直
径

四

・
八
メ
ー
ト
ル
の
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
て

（

九
ダ
、（

＼
ー

二
[[ニ

ー

¥
;

‘
 

{
 

[

〗
口

い
る
。
ト
ン
ネ
ル
全
体
の
距
離
は
五

0
．
五
キ

ロ
で
世
界
三
位
で
あ
る
が
、
海
底
部
分
は
三
七

・
九
キ
ロ
で
世
界
最
長
で
あ
る
。
掘
削
に
は
一

一
機
の
ト
ン
ネ
ル
・
ボ
ー
リ
ン
グ

・
マ
シ
ン

(T
B
M
)
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
う
ち
四
機
は

日
本
の
機
械
で
あ
り
、
日
本
の
技
術
を
世
界
に

喧
伝
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

列
車
の
最
高
速
度
は
時
速
三

0
0キ
ロ
で
あ

る
が
、

ト
ン
ネ
ル
内
部
で
は
一
六

0
キ
ロ
で
走

行
し
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
危
険
は
火
災
の
発

生
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
九
七
二
年
に
北
陸
本

線
の
北
陸
ト
ン
ネ
ル
で
火
災
が
発
生
し
、
三
〇

人
が
死
亡
し
、
七
一
四
人
が
負
傷
す
る
惨
事
が

あ

っ
た
が
、
英
仏
海
峡
ト
ン
ネ
ル
で
も
一
九
九

六
年
に
火
災
が
発
生
し
、
乗
客
と
乗
員
の
三
四

名
全
員
が
救
助
さ
れ
た
も
の
の
、
一
九
名
は
病

院
に
搬
送
さ
れ
て
い
る
。

一
八
二
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
世
界
最
初
の
鉄

道
「
ス
ト

ッ
ク
ト
ン
・
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
鉄
道
」

が
運
行
し
て
か
ら
二

0
0年
が
経
過
し
た
現
在

で
は
、
移
動
の
中
心
は
自
動
車
に
移
行
し
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
鉄
道
は
社
会
を
維
持
す
る

重
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
。
と
り
わ
け
今
回
紹

介
し
た
海
峡
を
通
過
す
る
鉄
道
は
国
際
社
会
の

構
造
に
変
化
を
も
た
ら
す
重
要
な
技
術
で
あ
る
。

数
例
で
は
あ
る
が
、
そ
の
役
割
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
紹
介
し
た
。
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